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2021年12月４日12時頃からトカラ列島近海（小宝島付
近）で地震活動が活発となり、12月31日24時までに震度
１以上を観測した地震が308回（震度５強：１回、震度
４：２回、震度３：15回、震度２：85回、震度１：205
回）発生した。このうち最大規模の地震は、９日11時05
分に発生したM6.1の地震（最大震度５強）で、陸のプレ
ート内で発生した。この地震の発震機構（CMT解）は、
北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型である。 
今回の地震活動により、人的被害や住家被害はなかっ

たが、鹿児島県十島村（悪石島）でがけ崩れ等の被害が
生じた（2021年12月23日現在、鹿児島県による）。また、
悪石島の約半数の住民が鹿児島市や奄美市などに避難
した。気象庁は「気象庁防災対応支援チーム（JETT）」
を鹿児島県庁及び十島村役場に派遣し、地震活動・気象
状況の解説を行うなどの支援を行った。さらに、12月14
日に「気象庁機動調査班（JMA-MOT）」を派遣し、震度５
強を観測した震度観測点(悪石島)について点検を実施
し、観測環境が地震によって変化していないことを確認
するとともに、周辺の被害や揺れの状況について確認し
た。 
1994年10月以降の活動をみると、今回の地震活動付近

（領域ａ）では、時々まとまった活動がある。このうち、
2000年10月２日に発生したM5.9の地震（最大震度５強）
を最大とする活発な地震活動により、鹿児島県十島村悪
石島で水道管破損１箇所等の被害があった（総務省消防
庁による）。また、最近では、2021年４月10日と同12日
に発生したM5.3の地震（最大震度４）を最大とする地震
活動があり、震度１以上を観測した地震が265回（震度
４の地震６回を含む）発生した。 
今回の地震活動と過去の主な地震活動について、震央

分布図、時空間分布図、M-T 図及び回数積算図を活動期
間ごとに90日間の期間で比較すると多様な活動の形態
が見られ、個々の地震活動の終わりの時期を特定するこ

とが難しいことがわかる（次ページ参照）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 

今回の地震活動で
最大規模の地震 

震央分布図 
（1994年 10月１日～2021年 12月 31日、 

深さ０～50km、M≧2.5） 
2021年 12月の地震を赤色○で表示 

図中の発震機構は CMT解 
 

 

トカラ列島近海の地震活動（小宝島付近） 

 

諏訪之瀬島 

悪石島 

中之島 

口之島 

ａ 

（2021年 12月１日～31日、Ｍ≧2.0、 
            Ｍ－Ｔ図のみ） 

宝島 

奄美大島 喜界島 

小宝島 

種子島 

屋久島 

奄美大島 
喜界島 

トカラ列島 

海溝軸 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
北 

南 

北 

南 
（2021年 12月１日～31日、Ｍ≧2.0） 
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トカラ列島近海の地震活動（小宝島付近）
（過去の活動状況との比較 M2.5以上）

気象庁作成

領域ａ

北

南

震央分布図
（1994年10月1日～2021年12月31日、深さ0～50km、M≧2.5）

主な地震活動について期間別（各90日間）の色分け
・1995年12月1日～1996年2月28日： 青色
・2000年9月20日～12月18日： 紫色
・2003年8月10日～11月7日： 紫色
・2011年2月20日～5月20日： 紫色
・2016年11月20日～2017年2月17日： 緑色
・2021年3月20日～6月17日： 橙色
・2021年11月20日～2021年12月31日： 赤色
・上記期間以外： 灰色

領域ａ内の時空間分布図（南北投影）

領域ａ内のM-T図及び回数積算図

今回の最大
規模の地震

領域ａ内の期間別（各90日間）のM-T図及び回数積算図

1995年12月1日～1996年2月28日 2000年9月20日～12月18日 2003年8月10日～11月7日

2011年2月20日～5月20日 2016年11月20日～2017年2月17日 2021年3月20日～6月17日

悪石島

小宝島

宝島

諏訪之瀬島

2021年11月20日～2022年2月17日
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震央分布図 
（1919年１月１日～2021年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
M5.9以上の地震と 1975年９月 25 日の地震に吹き出し 

1919年以降の活動をみると、今回の地震活動
周辺（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が時々発
生している。このうち、1975年９月25日に発生
したM5.3の地震により、鹿児島県十島村小宝島
で地割れの被害が、1972年７月7日に発生した
Ｍ３クラスの地震により、鹿児島県十島村小宝
島で地割れや瓦のずれの被害があった（日本被
害地震総覧による）。 

今回の地震活動付近（領域ａ）で求められた
発震機構解（CMT解）をみると、北西－南東方向
に張力軸を持つ正断層型や横ずれ断層型がほ

とんどである。 

発震機構分布図 
（1994年 10月１日～2021年 12月 31日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
発震機構解は CMT 解 

張力軸の方向を点線で表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

今回の地震活動で
最大規模の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

ｂ 

（この期間は地震の検知能力が低い） 

諏訪之瀬島 

悪石島 

中之島 

口之島 

宝島 

奄美大島 

喜界島 

小宝島 

今回の地震活動で
最大規模の地震 

屋久島 

ａ 
諏訪之瀬島 

中之島 

口之島 

奄美大島 

喜界島 

宝島 小宝島 

平島 

悪石島 
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